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●
交
通
安
全
を
考
え
る
〜
安
全
教
育
と
企
業
責
任
〜

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
浜
松

TRAFFIC ADVICE ★交通安全活動をサポートする

11
月
２
日
、「
'07
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
浜
松
」
が
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖
で

開
催
さ
れ
た
（
主
催：

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名

湖
・
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
松
）。
テ
ー
マ
は

「
交
通
安
全
を
考
え
る
〜
安
全
教
育
と
企
業
責
任
〜
」。

最
初
は
、
小
川
和
久
・
広
島
国
際
大
学
心
理
科
学
部
准
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
Ⅰ
「
安
全
教
育
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。
交
通

行
動
モ
デ
ル
の
階
層
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
解
説
し
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
び
な
が
ら
安
全
行
動
の
質
を
高
め
て
い
く
努

力
が
必
要
と
説
明
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
っ
た
教
育
を

紹
介
。
学
習
内
容

や
習
熟
過
程
に
応

じ
て
、
教
育
手
法

を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
コ
ー

チ
ン
グ
へ
と
使
い

（
株
）
今
仙
電
機
製
作
所
（
愛
知
県
犬
山
市
）

は
、
自
動
車
用
の
ラ
ン
プ
や
シ
ー
ト
ア
ジ
ャ
ス
タ

（
シ
ー
ト
の
調
整
機
構
）
な
ど
を
製
造
す
る
会
社

で
あ
る
。
今
秋
、
同
社
の
各
部
署
を
代
表
す
る
従

業
員
の
有
志
で
構
成
さ
れ
る
「
交
通
安
全
友
の
会

（
以
下
、
友
の
会
）」
が
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
へ
の
自
転
車
教
育
を
始
め
た
。
友
の
会
会

長
で
あ
る
赤
坂

博
・
総
務
部
環
境
安
全
課
課
長

は
「
今
ま
で
は
主
に
従
業
員
を
対
象
に
交
通
安
全

の
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
活
動
を
地

域
全
体
に
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
子
ど

も
へ
の
自
転
車
教
育
は
そ
の
第
一
歩
で
す
」
と
話

す
。
友
の
会
に
は
自
転
車
教
育
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
か
っ
た
た
め
、
鈴
鹿
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
会

（
３
面
注
釈
参
照
）
の
協
力
を
得
て
、
赤
坂
課
長

を
含
め
た
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
（
10
名
）
が

「
あ
や
と
り
ぃ
　
自
転
車
教
室
」（
３
面
注
釈
参
照
）

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
学
ん
だ
と
い

う
。「
鈴
鹿
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
を
体
験
す
る
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
鈴
鹿
市
内
の
小
学
校
で
行

っ
た
自
転
車
教
室
も
見
学
し
ま
し
た
。
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
や
、
子
ど

も
に
話
し
か
け
る
時
は
目

線
を
子
ど
も
と
同
じ
高
さ

に
す
る
な
ど
、
指
導
す
る

上
で
参
考
に
な
る
話
ば
か

り
で
し
た
」。

「
第
１
回
交
通
安
全
友

の
会
　
自
転
車
教
室
」
は
、

10
月
20
日
午
前
９
時
か
ら

11
時
ま
で
同
社
の
敷
地
内
を
利
用
し
て
開
催
さ

れ
、
従
業
員
の
子
ど
も
16
名
が
参
加
し
た
。

最
初
は
自
転
車
の
点
検
か
ら
。
子
ど
も
た
ち
に

自
分
の
自
転
車
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

の
体
格
に
合
っ
て
い
る
か
を
確
認
。
合
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ド
ル
や
ハ
ン

ド
ル
の
高
さ
を
適
切
な
位
置
に
調
整
す
る
。
さ
ら

に
、
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具
合
も
一
人
ひ
と
り
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。

そ
の
後
、
実
技
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
は
ブ
レ

ー
キ
練
習
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
取
り
組
ん

だ
。
最
後
は
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
の
通
過
。

コ
ー
ス
上
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
積
み
上
げ
て
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
交
差
点
に
さ
し
か
か
る
と
、

「
交
差
点
の
手
前
で
は
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
自
転
車
を
降
り
て
右
、
左
、
右
、
後
ろ
の
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
、
自
転
車
を
押
し
て
交
差
点

を
渡
ろ
う
」
と
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

「
従
業
員
の
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
自
転
車
教
室
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
が
地
元
の
幼
稚
園

や
小
学
校
な
ど
に
出
向
い
て
、

『
あ
や
と
り
ぃ
』
な
ど
の
教
材

を
活
用
し
て
の
指
導
も
検
討
し

て
い
ま
す
」
と
、
赤
坂
課
長
は

今
後
の
抱
負
を
語
る
。

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
│
東
日
本
神
奈
川
、
日
信
工
業
、ユ
タ
カ
技

研
、
オ
ー
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ホ
ン
ダ
ア
ク
セ
ス
、
本
田
技
術
研
究
所

二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー
、
本
田
技
研
工
業

﹇
四
輪
﹈＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
中
央
栃
木
支
店
、
関
東
電
気
保
安
協

会
、
東
北
電
力
、
首
都
高
パ
ト
ロ
ー
ル
、
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、

ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
山
梨
、
福
島
自
動
車
学
校
協
同
組
合
、
オ
ー
ト

テ
ク
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
ピ
ー
エ
ス
ジ
ー
、
シ
ョ
ー
ワ
、
ホ
ン
ダ
ア
ク
セ
ス
、
本

田
技
術
研
究
所
四
輪
開
発
セ
ン
タ
ー（
栃
木
）（
和
光
）、
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
仙
台
地
方
検
察
庁
、
宇
都
宮
地
方
検
察
庁
、
杉
並

区
役
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
セ
カ
ン
ド
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー

ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
茨
城
Ｈ
Ｄ
Ｓ
、
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ミ
ー
ティ
ン

グ
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
ヤ
ク
ル
ト
本
社
、
ガ
ス
タ
ー
、
セ
ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ

ー
タ
ー

﹇
講
話
﹈＝
ユ
ー
ア
イ
コ
ー
プ
、
本
田
技
研
工
業

●
官
公
庁
／﹇
二
輪
﹈＝
所
沢
警
察
署

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
Ａ
Ｍ
・

初
中
級
Ｐ
Ｍ
・
初
級
ス
ラ
ロ
ー
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ａ
Ｍ
・
初
級
ス
ラ
ロ
ー
ム
ス
ペ

シ
ャ
ル
Ｐ
Ｍ
・
初
級
サ
ン
セ
ッ
ト
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
初
級
半
日
・
車
庫
入
れ
マ
ス
タ
ー
半
日
・
車
庫
入
れ
マ
ス
タ

ー
サ
ン
セ
ッ
ト
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
本
田
技
術
研
究
所
二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ン
ダ
モ

ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
本
田
技
研
工
業
埼
玉
製
作
所

﹇
三
輪
﹈＝
本
田
技
術
研
究
所
二
輪
開
発
セ
ン
タ
ー

﹇
四
輪
﹈＝
チ
ー
フ
セ
ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
セ
ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ

ー
タ
ー
、
ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
本
田
技
術
研
究
所
四
輪

開
発
セ
ン
タ
ー
・
汎
用
開
発
セ
ン
タ
ー
、
本
田
技
研
工
業
総
務
・
法
規
部
・

埼
玉
製
作
所

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
上
級
・
バ
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
・

バ
ラ
ン
ス
セ
カ
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
入
門
・
初
級
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ナ

イ
ス
ミ
ド
ル
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ

カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
入
門
・
初
級
・
山
野
哲
也
Ｓ
＆
Ｓ
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
講
話
﹈＝
柳
原
新
聞
店

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
取
得
時
講
習
、
応
急
救
護
、
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講

習
、
初
心
者
講
習
、ツ
ー
リ
ン
グ
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
サ
ン
セ
ッ
ト
・
中
級
・
ペ
ー

パ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
コ
リ
ア

﹇
四
輪
﹈＝
ヤ
マ
ハ
、
ヤ
マ
ハ
豊
岡
工
場
、
エ
ン
シ
ュ
ウ
、
浜
名
湖
自
動
車
学

校
、
静
岡
ガ
ス
、
本
田
技
研
工
業
浜
松
製
作
所
、
中
部
建
設
協
会
浜
松
支

所
・
多
治
見
支
所
、ユ
タ
カ
技
研
、
ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
東
海
、
視
察

体
験
会

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
三
島
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
、
浜
松
市
北
区

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
中
級
・
中
上

級
・
バ
ラ
ン
ス
・
ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
ト
ラ
イ
ア
ル
中
級
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
・

オ
フ
ロ
ー
ド
＆
ト
ラ
イ
ア
ル
Ｓ
Ｐ
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む

会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ
、
バ
イ
ク
ス
ク
ー
ル
体
験
会

﹇
四
輪
﹈＝
高
齢
者
講
習
、
シ
ニ
ア
講
習
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
自
己
診
断
＆
安
全
デ
バ
イ

ス
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
、

ホ
ン
ダ
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン

﹇
四
輪
﹈＝
中
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
、
西
日
本
高
速
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
関
西
、
ア
イ
サ
ン
ク
ス
、
関
西
電
力
、
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
、
日
立
ビ
ル
シ
ス

テ
ム
、
滋
賀
県
自
動
車
教
習
所
協
会
、
セ
ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
チ

ー
フ
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
愛
知
、
三
重
県
ホ
ン

ダ
会
、
ホ
ン
ダ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
、
ホ
ン
ダ
コ
リ
ア
、
ホ
ン
ダ
ロ

シ
ア
、
本
田
技
研
工
業
鈴
鹿
製
作
所

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
三
重
県
警
察
本
部
、
栗
東
市
役
所
、
名
古
屋
地
方

検
察
庁
、
大
阪
地
方
検
察
庁
、
静
岡
県
交
通
安
全
協
会
、
三
重
県
安
全
運

転
管
理
協
会
、
刈
谷
商
工
会
議
所

●
学
校
／﹇
四
輪
﹈＝
岡
山
短
期
大
学
、
ホ
ン
ダ
学
園
関
西
校

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ａ
東
谷
Ｈ
Ｍ
Ｓ
、
阪
本
Ｈ
Ｍ
Ｓ
、
谷
崎
Ｈ
Ｍ
Ｓ
、

チ
ー
ム
マ
リ
ラ
イ
ディ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
中
級
Ｒ
コ
ー
ス

体
験
・
初
め
て
の
Ｈ
Ｍ
Ｓ
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
フ
ァ

ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ

﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ミ
ー
ティ
ン
グ
、
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス

ク
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
テ
ィ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス

キ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
各
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
四
輪
﹈＝
テ
ク
ノ
菱
和
、
サ
ニ
ク
リ
ー
九
州
、
明
治
製
菓
、
明
治

乳
業
、
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
キ
ュ
ー
キ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
バ
ラ
ン
ス
ビ
ギ
ナ
ー
、
バ
ラ
ン
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

の
各
コ
ー
ス

﹇
四
輪
﹈＝
Ｈ
Ｄ
Ｓ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
コ
ー
ス

●
企
業
／﹇
二
輪
﹈＝
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

﹇
四
輪
﹈＝
熊
本
県
石
油
商
業
組
合
、
ケ
イ
・
エ
ス
・
ケ
イ
セ
ミ
コ
ン
事
業
部

熊
本
事
業
所
、
福
岡
県
石
油
協
同
組
合
、
西
日
本
高
速
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

九
州
、
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
長
崎
県
石
油
商
業
組
合
、
大
分

県
石
油
販
売
協
同
組
合
、
セ
コ
ム
九
州
本
部
、
伊
藤
ハ
ム
、
日
本
た
ば
こ
産

業
九
州
原
料
本
部
、
九
州
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
熊
本
支
店
、
沖
縄
県
石
油

商
業
組
合
、ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
九
州
、
三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
、
西
日
本
シ
ス
テ
ム
建
設
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
チ
ー
フ
セ

ー
フ
ティ
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
、
本
田
技
研
工
業
熊
本
製
作
所
社
会
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー

●
官
公
庁
／﹇
四
輪
﹈＝
長
崎
県
諌
早
土
木
事
務
所
、
長
崎
県
総
務
部
管
財

課
、
天
草
市
役
所
、
壱
岐
地
方
局

﹇
講
話
﹈＝
山
都
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
天
草
地
区
安
全
運
転

管
理
者
等
協
議
会
、
菊
池
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
人
吉
地
区

安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
多
良
木
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議

会
、
高
森
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
山
鹿
地
区
安
全
運
転
管
理

者
等
協
議
会
、
熊
本
県
家
庭
裁
判
所
、
大
津
地
区
高
齢
者
お
よ
び
女
性
の

集
い

●
一
般
／﹇
二
輪
﹈＝
Ｈ
Ｍ
Ｓ
初
級
・
中
級
・
中
級
半
日
・
上
級
・
タ
ン
デ
ム
・

ト
ラ
イ
ア
ル
入
門
・
オ
フ
ロ
ー
ド
入
門
の
各
コ
ー
ス
、
親
子
で
バ
イ
ク
を
楽

し
む
会
フ
ァ
ー
ス
ト
・
セ
カ
ン
ド
・
サ
ー
ド
の
各
ス
テ
ー
ジ
、
２
０
０
７
ふ
れ

あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

﹇
四
輪
﹈＝
ホ
ン
ダ
健
康
ド
ラ
イ
ブ
ス
ク
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
山
野
哲
也
Ｓ
＆
Ｓ
コ

ー
ス 活

動
短
信
●
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
　
１１
月

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
和
光

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８（
４
６
１
）１
１
０
１

ア
ク
ティ
ブ
セ
ー
フ
ティ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て
ぎ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
５（
６
４
）０
１
０
０

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９（
２
９
７
）４
１
１
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
松

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
４
３
７
）５
５
５
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
３（
５
２
７
）１
１
３
１

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９（
３
７
８
）０
３
８
７

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
福
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２（
９
６
３
）１
４
２
１

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６（
２
９
３
）１
３
７
０
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パイロンスラロームに取り組む子ども

分
け
る
こ
と
が
大
切
と
述
べ
た
。

基
調
講
演
Ⅱ
は
、
堀
内
武
徳
・
堀
内
経

営
研
究
事
務
所
所
長
に
よ
る
「
道
路
交
通

法
改
正
と
企
業
責
任
」。
堀
内
氏
は
、
貨

物
輸
送
業
務
に
関
わ
る
法
規
制
や
管
理
者

の
責
任
に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、
会
社
と

し
て
の
方
針
を
明
確
に
し
、
個
人
が
目
標

を
立
て
、
そ
の
目
標
を
細
か
く
管
理
す
る

こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
と
行
動
が
変

化
し
た
事
例
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
企
業
の
事
例
発
表
。
松
沢
利
幸
・
生
活
協
同
組
合
コ

ー
プ
な
が
の
総
合
企
画
室
担
当
課
長
安
全
推
進
担
当
が
、
事
故

報
告
な
ど
の
安
全
運
転
体
制
や
安
全
運
転
研
修
の
内
容
、
飲
酒

運
転
撲
滅
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
、
総
括
質
疑
が
行
わ
れ
、
従
業
員
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル

測
定
導
入
に
よ
る
意
識
変
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、

交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、
午
前
中
に
は
視
察
体

験
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
反
応
ブ
レ
ー
キ
や
低

μ
路
（
す
べ
り
や
す
い
路
面
）
ブ
レ
ー
キ
を
体
験

し
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
休
憩
時
間
に
は
、

エ
ア
バ
ッ
グ
展
開
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
展
示
が
行
わ
れ
参
加

者
の
関
心
を
集
め
た
。

●（株）今仙電機製作所

子どもたちへの自転車教育を通じて、
地域に貢献する

11月23日、24日の両日、ツイ

ンメッセ静岡（静岡県静岡市）に
てふじのくに交通安全県民フェア

（主催：静岡県交通安全県民フェ
ア実行委員会）が開催された。
この催しでは、会場に最新の安

全装備を搭載したクルマや安全シ
ステムが展示・紹介されたほか、

交通安全体験コーナーやキャラクターショーなど大人から子どもまで楽
しめる様々な交通安全イベントが行われた。

会場の一角には、Hondaドライビングシミュレーター、ライディング
トレーナー、自転車シミュレーター等が展示され、多くの人で賑わった。

11月14日、栃木県総合文化セ

ンター（栃木県宇都宮市）にて
第27回交通安全シンポジウム

（主催：内閣府、栃木県、宇都宮
市）が開催された。テーマは
「飲酒運転の根絶を目指して―家

庭・職場・地域の果たす役割」。
開会式の後、まず、柿岡健三・

栃木県警察本部交通部長による基調報告、鈴木由紀生・愛国学園大学教
授茨城大学名誉教授による基調講演が行われた。続くパネルディスカッ
ション「飲酒運転の根絶を目指して」では、鈴木由紀生氏をコーディネ

ーターに、石井良幸・埼玉西濃運輸（株）代表取締役社長、岡村和子・
警察庁科学警察研究所主任研究官、鈴木亜久里・SUPER AGURI F1

TEAM 代表、和氣みち子・飲酒運転被害者遺族（社）被害者支援センタ
ーとちぎ事務局長の4名がパネリストとして参加。「飲酒」と「運転」を

切り離してそれぞれを上手に楽しむこと、家庭・地域・職場で飲酒運転
根絶に向け協力して取り組んでいくことなどを確認した。

●ふじのくに交通安全県民フェア

子どもから高齢者まで
交通安全を身近にとらえるフェア

●第２７回交通安全シンポジウム

飲酒運転の根絶を目指して
―家庭・職場・地域の果たす役割
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交通安全活動を広げる

SAFETY
REPO

’０７●
交
通
安
全
を
考
え
る
―
交
通
教
育
の
進
め
方
―

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鈴
鹿

’０７

小川和久・広島国際大
学心理科学部准教授

堀内武徳・堀内経営
研究事務所所長

見通しの悪い交差点での安全確認の
大切さを指導

一人ひとりの運転を見て、
適切なアドバイスを行う
友の会のメンバー

企業の交通安全教育の事例が紹
介された

11
月
６
日
に
は
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー
に
て
「
'07
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
鈴
鹿
」
が
行
わ
れ
た
（
主
催：

（
株
）
モ
ビ
リ
テ
ィ

ラ
ン
ド
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
）。
テ
ー
マ

は
、「
交
通
教
育
の
進
め
方
」。

午
前
中
は
、
矢
橋
昇
・
交
通
・
社
会
・
教
育
問
題
研
究
矢

橋
昇
事
務
所
所
長
に
よ
る
基
調
講
演
「
交
通
安
全
教
育
の

方
向
性
」。
運
転
者
教
育
で
は
、
運
転
者
と
し
て
の
自
覚

の
養
成
、
他
者
配
慮
と
い
う
考
え
方
の
育
成
、
基
本
的
ル

ー
ル
を
守
る
態
度
の
養
成
、
安
全
運
転
能
力
の
育
成
が
重

要
と
説
い
た
。
ま
た
、
指
導
の
際
に
は
相
手
に
考
え
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
と
述
べ
た
。

午
後
の
特
別
講
演
の
講
師

は
、
太
田
博
雄
・
東
北
工
業
大

学
工
学
部
教
授
と
、
長
江
啓

泰
・
日
本
大
学
名
誉
教
授
。
太

田
氏
は
「
正
し
い
自
己
理
解
と

安
全
運
転
―
自
己
評
価
技
能
教

育
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
実
際
よ
り
自
分

の
運
転
行
動
を
高
く
評
価
す
る
傾

向
が
あ
る
の
で
、
過
剰
な
自
己
評

価
を
修
正
す
る
た
め
、
映
像
な
ど

で
自
分
の
姿
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
自
己
評
価
技
能
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
重
要
性
を
伝
え
た
。
ま
た
、

コ
ー
チ
ン
グ
技
法
に
よ
る
気
づ
き

を
支
援
す
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
と
語
っ
た
。

長
江
氏
は
、「
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
話
し
方
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
。
納
得
で
き
な
け
れ
ば
、
態
度
変
容
を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
相
手
を
理
解
し
た
上
で
教

育
を
す
す
め
、
相
手
が
わ
か
る
言
葉
や
態
度
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
た
。
ま
た
、
問

題
意
識
を
持
た
せ
解
決
策
を
見
つ
け
さ
せ
る
こ
と
や
、
相

手
の
長
所
を
ひ
き
だ
す
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

講
演
の
合
間
に
は
、
会
場
に
展
示
さ
れ
た
自
転
車
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
を
実
際
に
体
験
す
る
参
加
者
も
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
午
後
の
特
別
講
演
の
時
間
帯
に
は
実
技
体
験
会
も

開
催
。
今
年
８
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
研
修
コ
ー

ス
で
「
運
転
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
安
全
デ
バ

イ
ス
」「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
の
体
験
や
、「
多
発
事
故
対
応

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、

新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
加
者
が
体
感
し
た
。

矢橋昇・矢橋昇事務
所所長

新しい教育プログラム
を参加者が体験した

低μ路（すべりやすい路面）ブ
レーキ体験

「交通安全教育の方
向性」について講演
が行われた


